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	・「学術・民間データの活用」は、例えば、統計情報の目的外使用を許可した学術研究で、23区の保育所アクセシビリティのデータを作成している例があり、自治体がエビデンス・ベースト・ポリシーを行う際に重要なものとなる。このように研究者が統計情報をもとに２次的に作成したデータについて、その存在を情報提供し、さらにはデータ利用の可能性について検討することが考えられる。
	・ビッグデータについては定義が人によって異なるものの項目として出ている中で、古くから指摘されながら中々進まない行政記録情報の活用について記述がないのはアンバランス感があるので、議論の中に入れて欲しい。
	・行政記録情報の活用をテーマに加えることに賛成。例えばの話だが、年金権等の分布の情報把握に行政記録情報の利用を考えても良いのではないか。
	・同様に賛成。財界の議論の中でも、個社データの守秘義務は留意してもらいたいものの、もはやこうしたデータを利用する時期だという意見は多い。
	・ビッグデータの中には行政記録情報も含まれており、ビッグデータというテーマの中で、統計委員会としては他の研究会ではあまり扱っていない行政記録情報の活用を検討することとする。「行政機関におけるビッグデータの研究や活用の状況」の後に「（行政記録情報の活用）」と明記して重点を置いて検討していきたい。具体化には時間のかかるテーマでありステップを踏みながら取り組みたい。

